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金属燃料合金材の代替候補であるNbがドップラ反応度に与える影響の評価を目的として、京大炉LINAC

パルス中性子源を用いて TOF法により温度 300Kと 600Kにおける Nbの中性子吸収率を測定した。その結

果、30eVから keV領域の主な共鳴において温度上昇に伴うドップラ拡がりの観測に成功した。 
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1. 緒言 文部科学省原子力システム研究開発事業「MA 入り Pu 金属燃料高速炉サイクルによる革新的核

廃棄物燃焼システムの開発」において、ウラン(U)を含まないMA入り Pu燃料（TRU金属燃料）を用いた

金属燃料高速炉サイクルの研究開発が行われており、検討されている金属燃料はウランを含んだ燃料に比

べてドップラ反応度が減少する[1]。このドップラ反応度減少を抑制するために燃料合金材 Zrの代替材とし

てMoや Nbを用いることを検討している[2]。発表者らのグループでは平成 27年度より京都大学原子炉実

験所に設置されている電子ライナック（京大炉ライナック）において TOF法を用いて代替材のドップラ効

果測定を実施している[3]。本研究では、TOF法を用いて Nbの中性子吸収率の温度変化の測定を行った。 

2. 実験 京大炉ライナックの 10m測定室に BGO 検出器と昇温装置、中性子遮蔽体から成る実験体系を構

築した。天然組成 Nb板試料の温度を昇温装置で 300K及び 600Kに保ち、TOF法を用いて中性子吸収率の

測定を実施した。 

3. 結果 図に厚さ 3.0mmtの Nb 試料に対する

100eVから 200eVに存在する共鳴における中性

子吸収率を示す。これらの共鳴では試料温度の

上昇によって共鳴吸収の増加が観測された。発

表では共鳴吸収変化量について数値計算値との

比較を報告する予定である。 

本研究は文部科学省原子力システム研究開発

事業の一環として実施している。 
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図 厚さ 3.0mmtのMo試料中の 100eV～200eVの共鳴

におけるドップラ効果 
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